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質的比較静学の社会学的意義をあ ぐって

.研究 ノ ー ト・

1.は じ め に

本稿は,数 量 的に表現 しえないよ うな社会学 的変数間の相互連 関関係を確定 するための質

的分析法,す なわち,質 的比較静学 の(a)社会 学 的意 義,〔b)数 学 的構造 の概観,(c)そ の適 用の

三つを軸 と してい る。

Paretoは 社 会現象 の相互連 関過程分析 の決:定的な重要性 に着 目して いた。Paretoの 展 開

した社会学方法論 は力学 か らのアナロジーによる所 が大 き く,そ の理論構成 は簡単 な公理 か

ら出発 して,次 第 に現実 に接近 して行 く点を特徴 とす る。D'Alembertの 原 理 が動学を静学

の 問題 に還元す るよ うに,社 会現象へ の動学 的接近 の第一歩 は均衡概念を用 いて の動学 の静

学へ の帰着 にあるとみな した1)。Paretoの 一 般均衡論 の彫 啄 もこの方針 に沿 うものだ った。

Paretoの 均 衡概念は,相 互連 関の行 きついた ところ として の言 わば相互作用均衡 とで も命名

すべき ものであ る。経済 学での相互連 関分析 は,比 較静学 が典型 的な ものであ り,そ の本質

は 内生変数の相互作用の行 きつい た状態 と しての均衡条件を介 して,外 生変数 とのつなが り

を見い 出す もので ある。

均衡条件 は数学 的には陰(も し くは陽)関 数 の形 で次 のよ うに表わ され る。κ紹=1,…,の,

αゴσ=1,…,の は,そ れぞれ内生 および外生変数であ る。一般 に,(1.Dの 連 立方程式は微分

∫乞(κ、……,κ 。;α 、……,α 肌)=0(ゴ=1,…,η)(1.1)

方 程 式 であ ることが多いが,必 ず しも初等 関数 によ る陽表的解 が得 られ る訳 ではない。 しか

しなが ら各 内生変数 を外生変数 の関数 として表 わす 陽表 的解 κ乞=κ乞(α裏,… …,α η)が 得 ら

れ ぬと して も,外 生変数 の変化 による内生変数 の変化 について,す なわ ち,∂ κ4∂αゴについ

て知 ることは可能であ る2)。

Parsonsも 比 較静学 的方法 の重要性 につ とに気づいてい たが,社 会学的変数が必ず しも計

量 的(metric)で な いこと等 の理 由によ り,構 造機能分析 の途を とった3)。 しか しなが ら,

そ こにおいて も相互連関分析が重要であ ることは強調 されねばな らない。 ところで,S量mon

はHomansの 集 団論 の数学 的定式 化を試 みて いる4)。 そこで は,比 較静学 による分析 もな さ

れてい るが,こ の定式化は線型的であ ったため に初等関数 による陽表的解 が得 られ,さ した

る困難 は存在 していなか った。しか しなが ら,非 線型 モデルへ の拡 張に際 して,Simonは 位 相
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図に依拠 し,比 較静学を採 らない。ところがより多 くの変数か らなるシステムを考察しよう

とすれば,位 相図による幾!可学的 ・視覚的方法の有効性は減少せざるを得ない。Blalockも

比較静学のもつ分析力に着目しながらも,こ れ らの点について検討を加えていない5)。 これ

らの点については後に触れることにするq

比較静学的方法は必ず しも万能のものではありえない。しかし,そ れは社会科学史上初め

ての相互連関分析の方法であった。社会現象をシステムとして把握することがその特徴であ

る。H・mansが 指摘するように6),理 論の本質が演繹可能性にあるとすれば,比 較静学はこ

れを可能にするものであると言える。別の表現をとるな らば,何 が帰結としてでて くるかと

いう問に答えることができるものである。

2.質 的比較静学 の必要性

錯綜する社会現象を解 きほぐすための 方法として 比較静学が存在 していた。 ところで,

Paretoに よれば社会学的変数間の相互依存関係の認識について,(a)漠 とした相互連関の存

在の認識,(b)各 変数の変動の方向性の認識,(c)各 変数の変動の強度および方向性の認識,

の三つが指摘されている7)。 だが夙に社会科学で相互連関分析を成 し遂げた経済学の場合と

異なり,社 会学的変数は必ずしも計量的変数ではない。すなわち,必 ずしも実数で表わせる

とは限らないと言える。社会学的変数の尺度は,(a)名 目尺度,(b)順 序尺度,(c)間 隔尺度,

(d)比率尺度,等 のものでありうるからである。また,こ こで質的(qualitative)と いう意味

は,者 変数の変化の方向の符号 についてのみ,す なわち,正 負またはゼロについてのみの知

識だけを要するという意味である8)。 この質的という概念は必ずしも残余概念ではないこと

に注意を要する。社会学的分析においては,ほ とんど変数が相互連関している過程にっいて

の知見が得 られていないのであるから,変 数の符号のみから情報が得 られただけでも大きな

進歩 と言える。究極的には,他 の尺度にも質的分析が拡張されることが必要であることは自

明である。

比較静学は数学的には陰関数の基本定理に対応する。 この微分方程式自体を初等関数によ

って陽表的に解 くことができな くて も,外 生変数の変化による内生変数の変化について知 る

ことができる。このことが意味 しているのは,社会学的には次の二点に集約できる。①連立方

程式であることから明らかなように,バ ラバラな命題の単なる寄せ集めではな く,密接に連関

しあったシステムとしてとらえる。この観点からすれば,社 会学において しば しば見 られる

三段論法的推論がある時は正 しく,ま たある時は誤まっている(sometimetrue)も のであ

ることも納得 しえよう。 しかるに,こ れは特殊な条件の下において成立するものだか らであ

る。 これはBoudonの 言う 「弱いインフ。リケーション」にも通じることである9)。② 外生

変数の変化によって惹起された内生変数の変化という意味からも明らかなように,比 較静学
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では,(a)シ ステムが均衡条件を満たし,(b)存 在条件をも満た し,(c)安 定条件をも満たし,

(d)そ して,内 生変数から外生変数へのフィー ドバ ックが存在しないとして,相 互連関過程

を把握する。別の表現をとるな らば,こ れらの条件は,シ ステムの過程を,(Dシ ステムの外

生変数か らの一方向的な影響過程,αi)必ずしも明示的にシステム内過程を把握することな く

内生変数の変化を知る,と いう意味で特殊なシステム論となっている。

比較静学の基本的特性が,(a働 学的過程の静学への帰着,(b)相 互連関の把握にあるとすれ

ば,比 較静学が複数の命題から構成される理論か らの演繹において一つの有力な道具とな り

うることは明らかである。では,比 較静学的分析は,他 の社会学的分析における方法とどの

ような点において異なるのであろうか。演繹の方法としては,{a腰 素 ・集合,(b藻 合 ・集合

族,に 注目して行なうものが代表的であろう10)。これに,(c注 段論法,に よるものも見落す

ことができない。一般には,こ れらの演繹法は混合 して用いられることが大きい。これ らの

推論の特徴は,変 数間の相互連関において,影 響関係が無いとおくものが多くなっているこ

とも特徴的であり,非 対称的なものが多 くなっていることも特徴的である。なお比較静学に

おいて も外生変数および内生変数の変化 とは,集 合の分割に対応するものであることも確か

である。比較静学が他の方法と基本的に異なっているのは,同 一水準の複数の必ずしも影響

が一方向的でない命題か らの演繹力が強いことにある。この点か らも質的比較静学が必要と

なる。

3.質 的比較静学の数学的構造

既 にふれた ようにParetoはD'Alembertの 原 理の類 推 によって連 互連 関システムにおけ

る外生 変数の集合 の変化 が,内 生 変数 にどのよ うな変化 を もた らすかにつ いて知 る ことの重

要性 に着 目した。その後 のSamuelsonの 問 題提起は,変 数 の変化 の 「方 向」 のみか ら何 らか

の知見が得 られ ぬか とい うもので あった11)。

す なわち,通 常 の比較静学 において は次 の均衡条件が満 たされてい るとす る。(な お,以 下

の議論で は単純化 のために,安 定 および存在条件等 は満 たされて いる ものとす ることを特 に

言及 しない限 り前提 とす る)。

ゐ(κユ,… …,κ 。;α、,… …,α の=0σ=1,…,η)(3.1)

(3.1)を 外 生変数 αゴに関 して微分す る。

象{鶏 ・{銑+畿 一・(・1ジ …)(翫 ・)

いま,∂ ノ∀ ∂梅=ノ:曲,∂ 義/∂ α戸 考,ま た,行 列(海)の 行列式を ∠ とし,∠ の第 ん列

/画!'筋 … …,ノ:葡 を 場,稽,… …,鰐 で置 き換 えた行列式を ム と表わす ものとす る。
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従 って,Cramerの 公 式 か ら,

絵 一穿(昌 誇 窺)(3.3)

が得 られ る。

つ ま り,Samuelsonは,海,考 の符号 についての知見か ら,」,4の 符 号を知 ろうと した

のである。 ところが,こ れは特殊のケ ース別 とすれば絶望的 に困難 なことがわか る。 しか し,

連 立一次方程式 の問題 に関 して みて も,大 きな行 列になるほどCramerの 公 式 による解が 困

難 にな っていた ことも想い出 され る。数値解で そのようで あれば,符 号 につ いて も同 じこと

が言 えるであろ う。Lancasterが 着 目したのは この点であ った12)。Lancasterは 斉 次一次方

程式 」x=0の 正値 解 について凸錐(convexcone)の 性 質 を用いて考察 をする ことか ら,質

的比較静学 のアル ゴ リズムを案 出 した。 ここでは,そ の要素が正負 も しくはゼ ロで表わ され

る質的ベ ク トルお よび質的行列,質 的連立方程式 について の性質 をそ こでの議論 の中か ら抽

出 し,さ らに何が残 されてい るか について知 って お くことが必要で あろう。 ひさ し・〈埋 もれ

ていた質 的比較静学についての理路を明 らか にしてゆ くことは,今 日の水準 での社会 学に と

って重要 な ことの一 つ と言 えよ う。

さて,質 的比較静学 の基本的方程式 は(3.2)で は な く,む しろ次 の形 で表わす方が都合が

よい。 ここで,4挽,4α ゴは それぞれ 挽,α ブの増分 を表 わす。

急 ・設 幽+絵 ・… 一・(・1・ ・・…)(・ ・)

前に用いた省略記号 ル,稽 を用いれば,(3.4)式 は次のように行列を用いて表わすことが

できる。

轍1}劇;)一
ここでSamuelsonで はAx=b(∠1… πxη,b≒0)と い う非 斉次連立方程式を解 くことに比

較静 学の問題 が帰 着 したのに対 し,Lancasterで は 浸x=0(」 ≡ η×(η十1))と い う斉次連 立

方程式 の問題 に帰着す る ことに注意すべ きで あろ う。 もちろん,一 般 の行列Aに ついて拡張

を してゆ くこと も必要 とな る。

さて,正 を1,負 を0,ゼ ロをzと して表記 しよう。 この ときこれ らの間の演算 について

次の性質が得 られ る。

1.加 法

(i>1十1=1

(ii)1十 〇=ω

qiDl十z=1
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αの0+z二 〇

(V)、0十 〇=0

(vOz+z需z

耳.乗 法

m

qD

、
㎝

αの

6ρ

㈲

1×1=1

.!×0コO

I×z=z

O×z=z

O×0二1

z×z・=21

なお,加 法および乗法のし)ずれにおいても左辺の演算の順序は変えても式は成立する。1の

Gi)の ω は,符 号からのみでは明確に確定することができぬものである。 数値についての情

報が得 られれば,ω が正負およびゼロのいずれかであるかは確定する。

質的ベ クトルとは,上 に定義 したような1,0お よびz次 質的ベクトルは,要 素の数が π

であるよう苓ものである。定義か ら明 らかなように,異 なる η次質的ベクトルは全部で3η

個存在 してい る。η次 ベ ク トル空間を 疏 で表 わ し,η 本の座標軸は相互 に直交 してい るも

の とす る。五。 内の象限の個数は2"個 であ る。要素 にzを 含 まぬ η次質 的ベ ク トルの数 は

2π 個であ る。各 象限の内部 のみを考 えれ ば,π 次質的ベ ク トル は,各 象限内部 と一対一 に対

応 させ るこ とが できる。 ・ ・

・質 的ベ ク トルめ内積 につ いて も同様 に考 える ことがで きる。・

(DX'】 ζ=罵zorl

㈹x'x=zの と き,ま たその ときに限 り,x'=(z・ 鱒・。・z)

伍n《 姐)'y=αx'y,x'(αy)=¢x'y,π は 工,0,zの いつれかを表わす。

(iv)x'y=y'x

(V)x'(y十U)=x'y十x'u,(y十u)'x=y'x十u'x

x'y=ω(ω=0+1)の と き,xとyと は擬直交(potentiallyorthogonal)で あ ると定義す る。ま

た,x'y冨zの とき,xとyと は直交 するという。 一 般に要素 がすべてzで ある質 的ベ ク

・トル以 外で は内積がZと なるも のはわか らな い。 それ故,擬 直交 とい う性質 は質 的連立一次

方程式 の考察 において:重要 とな る。X'キ(Z・ ・劉 の の とき,X'X=1で あ る。 それ故,同 一

象限 内部の質的ベ ク トルは,決 して直交す ることはない。

ところで,2η"2個 の π次質 的ベ ク トルを考 える。:1
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騨/)(1)一/)一
,,,,,

これは左か ら順次 に二 進法 で0か ら2炉2-1ま で の数 を表 わ した もの と一対一 に対応 して

い る。すなわち,Zを 要素 として含 まぬ質 的ベ ク トルは二進法で表わ した数 と一対二 に対応

させ うる。ただ し,こ こでは後述 する理 由で η次質的ベ ク トルの数 が半分 の2炉2個 となっ

て いる ことに留意 され たい。

次 に,(OzO… …0)'と い う質的ベ ク トルを考えてみよ う。(3.6)よ り各象限が その境界 も

含む ものとすれば,(OzO… …0)'は,象 限(OlO… …0)お よ び(000… …0)の 双 方 に含 まれ

る ことにな る。 ところで質的 ベク トル(100… …0)は,質 的ベ ク トル(Ol1・ ・…・1)に0を 掛

けた ものに等 しい。象限 に関 して は,原 点 に関 して対称で ある。 それ故,一 般 に第1成 分が

0で ない質的ベ ク トルは,0を 掛 けて原点 に関 して対称 なベ ク トルに帰着 させて考え る。 こ

れは質的斉次連立一次方程式 』x=0を 考 察す るための工夫で ある(た だ し,0=(z… …z)'

とす る)。

次 に,質 的行列 とその ランクについて定義 しよう。いま,質 的行 列Aの 成分 が次 のよ うに

与え られてい るとしよ う。

・ 一(011
zO1)

この とき,行 ベ ク トルa■=(011),a2=(zOl)に つ いて は,a、 は象限への対応 が一 意的に決

まる。a2は 象 限(001),そ してOa2は,(010)に 所 属 する。すなわち,オx=0の 形 で与 え

られた質 的連立一次方程式 において,xは3次 ベ ク トルで ある。 それ故,a、x=z,か つa2x

=zと な る質的ベ ク トルXを 探 究す ることが1・ancasterの ア ル ゴ リズムの中心的思想 であ

る。η次質 的ベ ク トルの第1成 分 は0と して考 える ことができる。 しかるに,Xが 解 とすれ

ばOxも 解 とな るか らで ある。 ここでxが 所 属 しうる象限は次 のよ うにな る。・ここで,必

ず第1成 分が0と なるよ うに原点 に関 して対称 に して いる。

(§),(}),(1),G)

これを左 か ら順 にP。,P1,P2P3と す れば,a1=(Ol1)はP3に 対 応 し,a2=(zOl)はP1,

P2に 属 す る。既 に示 した内積の性質 か らa二 はP8内 の質 的ベ ク トル と直交 しない。また,

a2はP、,P2内 の 質的ベ ク トル とは直交 しない。それ故,質 的行列 オ の ラン クを5(4)で

表 わす とき,行 ベ ク トルの属す る異 なった象限の数5(の=3を ラン クと定義 とす る。この と

き,a、 およびa2は(000)'と 擬 直交 とな る。 よって,(000)'が 解 となる。(こ の とき,

(111)'も 解 となるこ とは明 らかで あろう)。
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質的連立一次方程式 鯉 コ0が 与え られてお り,遼 はmXn行 列 とすれば,上 記 の列か ら

明 らかな ように,5(の=2π 一L1の と き,こ の連立方程 式は質 的に一 意な解 を もつ。5(の=

2π の ときは 自明な解以外の解を もたない。 ∫(』)=2π 一1一σ(α≧1)の と き,解 の数は α個 で

あ る。(た だ し,Zを 含 む解 については,当 面考 慮外 とす る)。 他方,△ の列ベ ク トル に関 し

て も同様 にラ ンクの考察が可能で ある。、しか し,行 お よび列 に関す る質的 ランクは,数 値 が

与 え られてい る場合の行列 のランクのように必ず しも一致 しな いσ 幾何学 的には 且 を構成

す る行ベ ク トル 鋤 と擬直交 す る質 的ベ ク トルの存在 する象限以外 の象限を消 して行 くこと

に等 しい。

さて,π 次質 的行列 について各行 および各 列の ランクがそれ ぞれ2担 とな るものを 考え

る。例えば,4次 の質的行列Pを 考える。

P一(}………)・ 一4一(!§乙≡})

鰍 のように与えられたとき・・を左から掛けて・蝋 §'!ll)と 変形できお・・の

ように,ラ ンクが2"4と な る質 的行 列Pで 各行 および各列 に1つ1が 存在す るものを用い

ることによって行列 減 の変形(行 もしくは列の入れ換え)・を行なえる6こ のPの 操作を通

じて質的解は影響を受 けない。Pは 質的順列行列である6ま た,1磁 の左右か らこのようなP

による操作を加えても,浸 の質的ランクに変化はない。

さらに,第 げ行(列)の 符号を逆転させたいときには,σ,の 成分が0,他 の対角成分が

1,ま た,そ の他の成分がZと なるような η次質的行列Rを 左(右)か ら掛ければよい。

1列z
z・R

=＼

歪行 … 一 一・0
、、
、、
＼

zl

PとRの 組 み合わせ によって4を 変形 して も得 られ る質 的解 は同一の ものであ る。 これ

らの変形 を通 じて,シ ステムの基本分類 を試 みる こともで きるか も知れ ない。 内的 メカニ ズ

ムが全 く異 な って いて も同一質 的解 が得 られ る場合 がある ことなど も興 味深 い もので ある と

言 え る。Rは 質 的ベ ク トルa乞 を原点 に関 し対称な 』Oa乞(a乞 の符号 を逆転 した もの)に 変 え

るものである。

ところで,■ は 魏×η行列 とし,そ の第 ゴ行 ベ ク トルa乞において 吻牛Z,触 ∠Z(す べ てのん十タ)

とす ると,遵 の ランクは2π 一1と なる。 よ って,前 述 の定理 か ら,4x=0・ は解 を もたない

(自 明解を除 く)。 この場合,第 ゴ行 および第 ゴ 列を削除 した オ'x'=ρ を 解けばよい。 この

とき κ戸z。 従 って,∬ は@一1)x(η 一1)行 列 とな ってい る1き)。との問題 は,五 の分割 可
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能性 の問題 に もつ なが る ことを注意 して おきたい1の6純 粋 に質的 に考察す る方法 の発見が望

ま しいこ とは言 うまで もない。

そ こで,正ancasterの ア ルゴ リズムを とりあげ るとす る15)。い ま,(3.5)式 の 左辺の行列

が,次 の ような場合を考えよ う。

M遵丁(llD(た だし
・勧 燗 σ(ll8)

これをM」T,ルMTを 反転 させ た ものをNEσ とよぶ。 この点 について の数学的説明は既 に

述べ た。同様 に,(3.6)式 を 考 える。浸x=0で,x.が 解 の ときOx.も 解 であ ることか ら,

η次 空間内の半分の個 数の象限を考 えればよか った。 この象限の うち(00…0)か ら(01

… …1)ま で の ものを考え る。 これは(3 .6)式 に対応す る。 これを次の ように便宜上横書

きで列挙 した ものは 五13τ とよばれ る。す なわ ち,M4Tお よび1VEOの 各 行ベ ク トル につ

いて,ラ ンクを定 義 した ときのよ うに考え ることにな る。・M∬1で(011)の ラ ンクは1,

(zOl)は,(001)お よびNEσ で の(910)の2で あ る。

L∬T

OOO

OOI(M4T2行 目 と対応)

010(1VE(;2行 目 と対臨)

Oll(ルf濯 丁1行 目と対応)

ム∬ τ は上の ように与 え られ る。それ故,残 った000が 解 であ る。すなわち,こ のよ うな シ

ステムでは,各 変 数は全て 同一方 向に変 化す る。解が質 的に一意 的であ ることは ランクが3

で あ ることか ら明 らかである16)。

4.質 的比較静学 の適用

システムの動 きの質 的側面 の解 明のための一 つの方法 として の質 的比較静学 の効 用につい

て考 えて みたい。それ には,ま ずよ く知 られてい るHomansの 集 団論 のSimonに よ る定式

化を例 として考え るのが適 当であ る17)。 そ こで は,内 生変数 と して,1=成 員 聞 の相互作 用

の強度,F二 成員間の親近性の水準,A=集 団 所属成員 による活動 の量,お よび,外 性変数

として,E=外 部 環境 によ り集団 に課せ られ る活動量,の4変 数か らシステムが構成 され る。

Silnonは,シ ステムの行動 が次 のよ うに表 わ され るもの とした。

1=∫(、4F,)(4,1)

夢 ・一 ・(…)(・ ・)

う誤 一 ψ(∠4,F;E)1(・ ・)
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ゐg,ψ は関数であ ることを示す。(4.1)式 の 意味す るところは,相 互作用 の強度 は,活 動量

と親近性 の水準の関数であ ることを示す。Homansの 主 張では,遼 またはFの 正 の変化 は,

1の 正の変化を もた らす。Simonは ,(4.1)～(4。3)式 の分析 を位 相図を用 いて試 みて いる。

Colemanは,こ れを数 学的 にもう少 し特定 化 したが,彼 もまた,最 終的 に位相図を利用 して

いることに変わ りはない18)。 それ によれば,上 記 の主張 は,次 のよ うに表わせ る。

嘉 〉・・ 一罪 〉・(4.4)

(4.2)式 は親近性の水準は,相 互作用の現水準が,親 近性の現水準にふさわ しい水準以上の

とき上昇 し,こ の調整は時間を要するものであることを示 している。従って,次 の解釈がな

寄 〉・・嘉 く・(・ ・)

される。また,同 様に,(4.3)式 は,活 動量は,親 近性の水準が活動量の現水準にふさわし

い水準以上のとき上昇すること,お よび外部か らの要請による活動水準が現水準以上のとき

増大するという命題に対応 している。これも次のように解釈される。

器 〉・・一器 〉・・ 離 〈・

調整速度 については,(4.2)式 と同様 であ る。

さて,(4.1)は(4.2)に 代 入 して次の ように表す ことがで きる。

誓 一・σ(・,F、F)一 φ(4F)

この とき,両 辺を微 分 して次式を得 る。

僻 ・嘉/脇(璽.∂!+∂9∂/∂F∂F)・ ・一・

こ こ で,

∂φ _∂9∂/>0

∂孟 ∂/∂ 遅

嘉 一寄 ・一嘉 ・9夢
● ●o

(4.6)

(生7)

(4.8)

(4.9)

(4.10)

(4.10)式 の 符号 は,Colemanの 解 釈 によれば,大 きなFに つ いて は負 とされ る19)。 これは,

Fに つ いての一種 の飽和性 の定 義である ことは言 うまで もないだろ う。 それ故 ,小 さなF

に ついては,∂ φ/∂F>0と な る可能性 も存 在 してい る。 しか し,本 節 での検討対象で ある

Simonの 定 式化 においては この点について必ず しも着 目されていない。なお
,∂ φ/∂F<0

とす ることは,gに 対 してFの 変化 の及ぼす効果 は,/を 経 由す る問接効果 よ りも,無 経

由の直接効果 の方 が大 きい とみなす ことで もある。

以上の結果を踏まえて,外 部環境か らの 活動 への圧力Eの 変化 によって シス テム 内部 に

もた らされ る変化について,質 的比較静学を用いて考察を行な うことにしたい。

今,シ ステムが均衡状態 にあ るもの と仮定す る。 この とき,次 式が成立す る。



184

φ(、4F,)=0(4.11)

ψ(・4,F;E)=0(4.12)

両 式 を微分す ると次式が得 られ る。

嘉 ・・+彩 ・F一・(・13)

彩 ・・+{謬 ・・+器 ・E一・(4.14)

従って,こ こでの質的比較静学の対象となる連立方程式は,次 のように表わせる。

嚇.;筈嚇(:)一
既述の如し,質 的比較静学を行なうことは,(4.15)式 の左辺の行列の質的性質を調べるこ

とに帰着する。それ故,次 の符号で表わされる行列を考察することになる。

(十 一 〇一 十 十)(・16)

従 前 の如 く,0をz,一 を0,+を1と 表わす と(4.16)式 は次 のよ うに表 わす ことがで きる。

(δ?づ(・17)

(4.17)式 で 表わ され る質的行列 の質的 ラ ンクは,2で あるか ら質的比較静学 の解 は,23-L

2=2個 存 在 し,(000)',(001)'と な る。

それ故,浸 とFは 常 に同一方 向に変化 して いることが判 明する。そ して,こ の均衡点 の

まわ りで は,(a)EとAお よびFが 同一方 向 に変化す るパ ター ンと,(b)Eと オ およびF

が 反対方 向に変化す るとい うパ ター ン,の 二つが存在 してい る。

Simonに よ る位相図を用 いて の非線型 モデ ルで の質 的比較静学 の代替 的方法 は,Eの 減少

によって,曲 線 ψ=0が 原 点方 向に平行動す ることであ った20)。 そ こか ら得 られ る結論 は,

「Eの 減少 する とき,」 およびFの 均衡水準 が減少す る」 であった。 ところで,質 的比較静

学か ら得 られ た結果 によれば,こ の命題 に適合す る命題 のほか に,「Eが 減少す るとき,遭

お よびFは 増加す る」 とい うもう一つの命題が得 られてい る。

で は,一 体位相図 による方法 はどこで もう一つ の命題を見失 って しまったのだ ろうか。 こ

れについ て,次 の原因を指摘で きる。① 第 五次近似 としての曲線 ψ=0の 形状 の不変化 の

仮定 が必ず しも適 切でなか った こと,② 曲線の平行移動の仮定 の不適切 さ,③ 曲線 φ一〇

の不変化の仮定 に潜む波及効果の無視,で あ る。 これ らの仮定 はあ ま りに強い もので あった

ことは言 うまで もない。

た とえあ る範囲の もの にしか使えぬ として も,位 相図を用いての質的比較静学 に代替す る

ことは可能であ った。 しか し,位 相図 による方法 にもメ リッ トが存在す ること も指摘 して お

くべ きで ある。位相図 には大域的性質が あるので ある。残念なが ら,質 的比較静学で は,シ
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ステムが線型 である場合等 のほかには この性質 はあま り望 めない。Simonが 外 部環境 か らの

活動 への圧力 の減少 と集 団の崩壊 について考察 できたのは,大 域性 を想定 したか らである。

なお,SimonはFestingerの 小集 団論において も同様 な考察 を試みてい る21)。 これは,集

団成 員間での意見 の相違1),集 団 の凝 集性C,の2つ の内生変数 と,集 団に関する論争点

の関連性R,と い う1つ の外生 変数 か らなるシステムに帰 着する。McWhinneyに よ れば,

これ は次 のように表わ され る22)。な お,添 字 は当該変数 で偏微分 した ことを表わす。

誓 一r(D,・,の ・'D〈 ・,r・ 〈 ・,r・ く ・(4・18)

dD =H(1) ,C,R)HD<0,Hσ<0,HR<0(4.19)dt

質 的 比較静学を この システム に関 して行 なえば,(OO1)',(010)',(Ol1)'が 解 として得 られ

る。 この ことの意味 している ことは,Simonら が意 図 して いたよ うな質的 な社会学 的分析 に

おいて も数値 についての情報が さ らに得 られれば一層強力な論理的展開が可能な ことを示 し

てい る。 と りわ け,次 の行列 の通常 の意味で の ランクが2で あれば解 は一意 に決 まるという

線型代数の定 理を起す るべ きであろ う。

(rρrσrE∬oHσ1∫E)
　 　 　 　

それ故,何 らかの測定が可能であるとき,モ ノサシの変化による影響を社会学的分析が受け

やすいことを示していると言える。

5.む す び

質的に相互に連関している命題から演繹を行なうための一つの方法 としての質的比較静学

の社会学的意義,数 学的構造,そ の応用を中心に検討を重ねてきた。というのも命題のモザ

イク的よせあつめを必ず しも理論 と言わぬことからも明らかなように,こ れらの命題か ら何

らかの社会学的推論がなしえなければならない。相対的とも言える理論の範囲が問題なので

な く,む しろ演繹可能性こそ重要であると言えよう。この意味で質的比較静学が重要だと言

える。また,他 の見地か らは,証 明可能性にあるという事実を見落すことはできない。この

点で他の方法と異なる。Coserが 的確に指摘 したように,セ クト的,密 教的思考に陥りやす

い学派には,こ のような証明の契機が欠けていると言えよう。しかし,他 の学派に見 られる

ような機械的なルーティン活動 に陥いることも反省すべきであろう23)。C。serが列挟 したよ

うに方法至上主義でいくと,「 認知カテゴリーの無理論的写像」や重要な探究課題の無視に

もつながるであろう。

質的比較静学は,こ のようなものではな く理論そのものが一定の条件さえ満 していれば容
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易に用いることができる。なお,こ れ と関連 して,こ ζで用いた意味での質的数学において

もいくつかの定理の存在が考えられる。 このことは,ま た,凸 構造のもつ社会学的意味を探

ることで もある。.こζで!ま1...質的比較静学ρ思餌 の苓冷に,社 会学的な相互連関様式の探究

ρマつの手炉かりが存在するζとρ指摘.だけで十翁であろう。関連する諸問題の考察は今後

に残 された課.題であるp
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ON.THESOCIOLOGICALSIGNIFICANCE.OF

ΩUALITATIVECOMPARATIVESTATI.CS

YukioSHIRAKURA
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加 ヨ:s.・「諭arε.that.dynamic..ana童ys三s6freciprocal量nterdependbnce .wasof血ethod.ologicalim-

portanceinsociology.Parsonsproposedstructura1」fUnctiohar.analysissince.sociological

variableswereoftenabselltfrommetric.But,asanapproachtothecomplicatedsocial

process,therecanbequalitativecomparativestaticsplacingprimary .emphasisonthe

analysisofmutualinteractionsaniongsociologicalvariables・

Themainpurposeofthispaperistoexaminethesoc童ologicals量gn玉ficanceofqualitat三ve

comparativestatics,tooverviewmathematicalstructureofitandtoinvest五gateSimon,s

formalizationofsmallgrouptheories.

Incomparativestat三csonegenerallyusesthefunda血entaltheoremofimp至ic三t

function.Fortheoreticalpurpose,asoc五alsystemcons三stsofendoge紅eousa皿dexogen-

eousvariables,wh量charesubjecttoanequ量1量briumcondition.Evenwhenthesystemof

differentialequationscannotbesolvedexplicidybyelementaryfunctions,certainpro-

pertiesofthefunctionalrelationshipamongsociologicalvar三ablesareattainableforus・

Thismeanstwopolnts;oneisthe.formulat三 〇nofthesystelnasasetofpropositions,

andanotheristheunderstalldingofthesystemasablackbox,wh量chislackoffeed-

backtoexogeneousvariables.Toaddtotheseproperties,deductionincomparativestatics

is.d董fferentfromthatinso-caまledelement-setapproachorset-familyofsetsapproach,

sincetheforlnerisdeductionfromasetofpropos孟tionsofthesam.eieveL

Giventherelevantfirstdeナivatives,qualitat三vecomparativestaticsclarifiesthedirections

ofthechangesintheendogeneousvariablesinthesystemfromthoseoftheexogeneous

ones.Accordingly,qualitativecomparat三vestaticsproblemsarereducedtothes三gn

patternratherthanthemagnitudesofthesolutionvectorofthe.systemofhomogeneous

Iineareqations:Ax=0(Aisthen×(n十1)matrix),wherevectorxiscalledqualitative

in亡hesensethatxismadeupofthes{gnsofthechangesinthevariables,andA(10nsists

ofnqualitativerowvectorswhosee互ementsarethesignsoftherelevantfirstderivatives.
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Qlualitativerankof(n十1)一vectorisdef互nedasthenumbersofinterioroforthonants

in(n十1)一space。.Qlualitativerank.ofA,thatis,.s(A)三s.defined.similarlybytherow

vectorsofA.The.vectori忌 圭deロt三fiedwith.:.the .vectoroftheoppositesign.Then,the

max五mumofs(A)量satmost2η.Theranks(A).isusefultoexam量nethenumberof

solut三 〇ns.Ifs(A)=2π 一1,anuniquesolut五 〇nexists.Ifs(A)=2π,thesystemhasno

solutionorisdegen6rate・

Simon,smathelnaticalformulationsofHomans,andFestinger,ssmallgrouptheoriesare

re・examinedintermsofqualitativecomparativestatics.Innon-1三nearsystems,Simonused

`5phase .diagr軍n" .、Hisapproachisヰe飯stappro¥imat玉o且basedontheassump‡ 三〇n‡ha‡`重the

shapeof
.the..curveis.ullch鋼ge¢ll,.butitis.notalwaysthec耳se.Pu‡.aIittledifferently,

t摯isassumptign.m聞n$that.,thesh五ft 、hlaexogeneou寧variableop¢ 卑at信so臓the. .endoge.μ ・

サousvar童ables..量n庫elimiζedWay.T1耳us,"pha$e.diagr耳m,,approachmay.often.1eadto

聖vroηgcgnclusio.ns五nt摯islrespect・Q:μalitativecqmpa町ativestatlcsi$章eefromsuchcon-

str毎lnt・Moreover,Si}noガ.s
、.・analyslsisvulnerabletomeasurement・

翠1.nally,.qμalitativecompar3tlve..,5tat三csisuseful五 準sociologyand1nathξmaticallyrelevant

toρQρVg)耳theory,especially .to¢onetheory・


